
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回町民との意見交換会において、大勢の皆

さんにご参加とご協力を賜り感謝申し上げます。  

 

この会を通じ、私たち議会が町民の皆様の代弁

者として、また、地域発展に寄与するための礎が少

しずつ進んできていると改めて感じているところ

であります。  

 

町民の皆様には、町議会の今後の活動にご理解

とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げま

す。  

 

 議長 須田芳明 

令和７年 １２月２５日 
臨時号 

２０２５⑫ 

第４回 町民との意見交換会 

１１月２４日(月)に茂来館を会場に行われた 

第４回町民との意見交換会の様子をお届けします 

当日は約 100 名の皆様にご参加いただいたことに厚く

御礼申し上げます。  

 

今回は「未来への改革」をメインテーマに、4つの分科会

を用意し活発な意見交換をして頂きました。 

議会として、当日いただきました多様なまた貴重なご意見

を、町政運営に反映することにより、住みよい、また住みた

いまちづくりに向けた活動を進めてまいります。  

 

各分科会とも議論が白熱し時間が足りないというご意見

を多くの方からいただきました。 

次回開催時にはご期待に沿えるよう努めますので、相変わ

らずのご指導とご鞭撻を頂きますようお願いいたします。  

 

実行委員長 髙見澤 敏幸 

さく

開会前には佐久穂中学校吹奏楽部の皆様に 
よるウェルカムコンサートが行われました 

 

第４分科会は 
佐久穂中学校生徒会役員を中心に行われました 

 

第１分科会         第２分科会 

第３分科会 

議会 H P 



 

 

 

 

 

 

佐
久
穂
町
は
、
八
千
穂
高
原
や
白
樺
群

生
林
の
豊
か
な
自
然
、
清
ら
か
な
水
、
人
の

温
か
さ
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
な
ど
、
多
く

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。  

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら 

「Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
魅
力
発
信
」 

「若
者
主
体
の
情
報
発
信
」 

「白
樺
林
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
」 

「移
住
セ
ミ
ナ
ー
で
の
企
業
紹
介
」 

「ユ
ニ
ー
ク
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
人
と
の

つ
な
が
り
」 

な
ど
、
未
来
に
向
け
た
前
向
き
な
ア
イ
デ
ア

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
も
と
に
、
誰
も
が
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
町
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

参
加
者
１
０
名(

内
子
供
２
名)

が
２
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
で
ど

ん
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
ま
し
た
。  

【大
石
川
フ
ィ
ー
ル
ド
】
子
供
た
ち
が
川
に
親

し
み
遊
ん
だ
り
、
魚
の
観
察
が
で
き
る
場
所

が
欲
し
い
。
佐
久
穂
に
い
る
魚
の
水
族
館
。

道
の
駅
を
起
点
と
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
道
の
駅
か

ら
全
エ
リ
ア
への
回
遊
コ
ー
ス
を
造
る
。  

【
天
神
橋
エ
リ
ア
】
町
民
が
安
全
に
散
歩
で

き
る
歩
道
を
整
備
し
て
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

を
緑
豊
か
な
休
憩
エ
リ
ア
に
。  

【愛
宕
公
園
】立
ち
木
な
ど
を
整
理
し
て
遊

具
の
他
に
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
作
る
。  

【
全
体
を
通
し
て
】
鮎
が
住
め
る
よ
う
な

川
、
蛍
が
飛
び
交
う
よ
う
な
水
辺
が
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
川
の
環
境
保
全
に
取
り
組
み

た
い
。  

 

         

中
学
生
中
心
に
２
４
人
が
参
加
し
て
、

「
町
へ
の
愛
着
心
・
貢
献
意
識
・
住
み
た
い

町
・将
来
の
夢
や
進
路
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。 

「自
然
豊
か
で
水
も
空
気
も
美
し
く
ひ
と
の

心
も
豊
か
。
地
産
の
食
べ
物
が
多
く
て
お
い

し
い
。
」と
、
「
町
の
良
い
と
こ
ろ
」
を
上
げ
て

も
ら
っ
て
か
ら
、
「
交
通
が
不
便
・歩
道
が
狭

い
、
空
き
家
問
題
、
商
業
施
設
・
飲
食
店
が

少
な
い
、
情
報
や
意
見
交
換
の
希
薄
さ
」
等

の
「
良
く
な
い
と
こ
ろ
」
も
上
げ
て
も
ら
い
ま

し
た
。  

「も
し
町
長
に
な
っ
た
ら
佐
久
穂
町
を
ど
ん

な
町
に
し
た
い
で
す
か
」の
テ
ー
マ
で
は
、
「
映

画
館
や
大
き
な
店
を
つ
く
る
」か
ら
「
自
然

が
残
さ
れ
た
、
高
齢
者
を
中
心
に
手
厚
い

支
援
が
あ
る
町
」と
い
う
よ
う
な
鋭
い
意
見

が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
中
学
生
も
住
民
と
し

て
町
の
将
来
を
考
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。  

 

            
分
科
会
に
は
、
他
町
現
職
議
員
、
町
Ｏ
Ｂ

議
員
、
他
市
民
、
町
民
の
方
々
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。  

 

率
直
な
意
見
を
伺
い
、
未
来
に
ふ
さ
わ
し

い
若
い
世
代
や
女
性
の
参
画
し
や
す
い
開
か

れ
た
議
会
に
す
る
た
め
に
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。  

 

テ
ー
マ
は
今
の
議
会
（員
）
の
印
象
、
未
来

の
議
会
（
員
）
像
、
町
民
と
議
会
（員
）
の
関

わ
り
方
・
情
報
発
信
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
ま
し
た
。  

「同
じ
一
般
質
問
が
多
い
」「
活
動
が
わ
か
ら

な
い
」「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
」「
議
員
の
専

門
性
」
な
ど
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

議
会
（
員
）
は
資
質
の
向
上
を
図
り
、
こ
ま

め
に
住
民
と
対
話
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

て
情
報
公
開
を
す
る
重
要
性
を
今
後
の
活

動
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。  

 

第１分科会 佐久穂町の未来を創る 

～魅力発信とチャレンジの機会づくり～ 

 

第２分科会 

議会(議員)の未来に期待すること 

 

第３分科会 

川からはじまる、まちのわくわく計画 

 

第 4 分科会 

大人になったら、             

佐久穂町でなにしたい？ 

発行：佐久穂町議会  議長：須田 芳明  編集：広報特別委員会 


